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1 面

□ 竹 の塚 に区 で 初の 教育
セ ンタ ー完 成

2 面 ・3 面

□ 教 育 セ ン ター内 部 案内

4 面

□ 掲 示 板

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

竹 の 塚 に 区 で 初 の

教育センター完成

2
月
に
一
部
オ
ー
プ
ン

区
内
に
初
め
て
で
き
た
科
学
教
育
施
設

「足
立
区
教
育
七
ン
タ
ー
」
は
、
昭
和
四

十
七
年
七
月
に
着
工
、
一
年
三
か
月
の
歳

月
と
四
億
七
千
万
円
の
工
費
を
か
け
て
、

昨
年
十
一
月
に
建
物
が
で
き
あ
が
り
ま
し

た
。今

は
、
H

に
人
が
行
曳

布
巾
の
改
札

が
機
械
化
さ
れ
る
な
ど
、
科
学
万
能
の
雌

の
中
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
区
に
は
、
学
校

乍
徒
が
科
学
の
勉
強
を
す
る
た
め
の
持
別

の
施
設
や
、
先
生
が
さ
ら
に
勉
強
さ
れ
る

た
め
の
施
設
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
た
め
、
か
ね
て
か
ら
学
校
の
理
科

室
で
は
、
十
分
に
で
き
な
い
実
験
や
、
図

で
説
明
す
る
だ
け
で
な
く
、
標
本
な
ど
で

教
え
ら
れ
る
施
設
が
欲
し
い
と
い
う
要
望

が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
先
生
が
新
し
い
分
野
の
研
究
を

す
る
た
め
や
、
教
育
技
術
を
身
に
つ
け
る

た
め
の
施
設
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
希
望

も
区
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
区
の
長
期
基
本
計
両
に
教
育

セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
級
入
れ
て
い
た
の
で

す
が
、
こ
の
は
ど
建
物
が
ま
ず
完
成
し
た

も
の
で
す
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
た
だ
単
に
各
学
校

で
の
施
設
が
不
十
分
な
点
を
補
う
だ
け
で

な
く
、
一
歩
進
ん
で

、
現
代
に
ふ
さ
わ
し

い
学
習
指
嘩
の
あ
り
方
を
探
り

、
そ
の
改

裨
に
役
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
先
生
が
研
究
を
さ
れ
る
と
き
、

資
料
は
ど
う
し
て
も
必
要
で
す
が
、
セ
ン

タ
ー
の
資
料
室
は

、
幅
広
く
資
料
を
集
め

利
川
し
や
す
い
よ
う
に
ま
と
め
て
提
供
し

ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
授
業
を
し
な
が
ら
生
郤

が
ど
う
反
応
す
る
か
測
定
す
る
機
械
や
、

ど
の
よ
う
に
教
え
る
こ
と
が
最
も
良
い
か

研
究
す
る
た
め
の
研
究
室
、
勉
強
を
始
め

る
前
に
、
十
分
理
解
で
き
る
よ
う
に
予
め

内
容
を
紹
介
す
る
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
は
、
足
立
区
北
部
の
中
心
地

仔
の
塚
地
区
″
に
あ
り
、
竹
の
塚
駅
か

ら
歩
い
て
五
分
と
い
う
便
利
な
場
所
に
あ

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
い
た

だ
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
。
般
の
方
の
利

川
は
、
I
H

以
降
に
な
る
予
定
で
す
。

ご
あ
い
さ
つ

足
立
区
長

長
谷
川
久
勇

区
民
の
皆
さ
ま
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

昭
和
四
十
九
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
て
、
皆
さ
ま
の

ご
清
栄
と
、
足
立
区
の
繁
栄
を
心
か
ら
、
お
祝
い
中
し
L
げ

ま
す
。

さ
て
、
近
年
足
立
区
は
、
一
段
と
急
激
な
郁
市
化
へ
の
道

を
歩
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
皆
さ
ま
の
身
近
か
か

生
活
を
守
る
区
政
に
お
き
ま
し
て
も
、
交
通
・
教
育
・
公
害

・
環
境
整
備
'

社
会
福
祉
の
充
実
な
ど
、
解
決
す
べ
き
仕
啣

は
山
積
み
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
私
は
昨
年
四
月
二
日
、
皆
さ
ま
の
ご
支
援
に

よ
り
、
区
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
て
か
ら
、
区
の
機
構
改
革

を
行
な
う
な
ど
、
問
題
に
禎
極
的
な
対
処
を
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

幸
い
、
区
議
会
を
は
じ
め
、
区
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ

り
、
花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー
・
教
育
セ
ン
タ
ー
も
本
年
事
業
開

始
の
は
こ
び
と
な
る
な
ど
、
嘔
務
嘔
業
に
目
覚
ま
し
い
進
歩

が
兄
・り
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
他
区
に
見
受
け
ら
れ
ぬ
町
区
の

特
徴
と
、
ま
こ
と
に
有
離
く
作
じ
て
お
り
ま
す
。

例
え
ば
、
医
師
会
の
ご
協
力
に
よ
る
休
卜
診
療
の
闘
始
、

防
火
訓
練
に
寄
せ
ら
れ
た
ご
協
力
、
厦
に
は
、
江
束
地
区

開
発
促
進
人
会
に
示
さ
れ
た
で
区
民
の
力
の
結
集
で
あ
り
ま

す
、新

し
い
年
を
迎
え
、
私
と
Iい
た
し
ま
し
て
も
、
匯
論
調
介

な
ど
に
示
さ
れ
た
ご
意
向
を
体
し
、
本
年
も
区
民
セ
ン
タ
ー

・
山
中
湖
林
間
施
設
・
総
合
体
育
館
な
ど
の
建
設
を
始
め
と

す
る
懸
案
嘔
業
を
、
新
た
な
決
意
の
も
と
に
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
、

区
民
の
皆
さ
ま
も

、
区
政
の
実
情
に
ご
理
解
を
た
ま
わ

り
、
旧
年
に
倍
す
る
ご
支
援
气

ご
協
力
を
お
寄
せ
ド
さ
い

ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
L

げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

■ 区役所の電話882―1111　第二庁舎889―6161　足立福祉事務所888―3141　中部福祉事務所889―1481　東部福祉事務所605―7101　西部福祉事務所897―5011
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玄関 ホール▲
西側の玄悶から入ると、眼の前に大きなホールがあり

ます。このホールは、区民の方々が自由に休憩できるよ
うにな一つでいます。 ホー叫の 右側には受付、片側にはエ

レベータが2 基備えてあります。

▲ 2 階ホール

この2 階ホールには、地質・地形などの模型や実際に
動かすことので きるエ ンジン・電気のしくみなどの科学
の模型が展示されます。これらの模型を児童・生徒が操
作して、学習すること ができます。

▲ 第1 会議室

児駈・生健の事前案
内や幸習の準備の室と

して使用するほか、先
生 方の研修室として、
使用しま す。

プ ラ ネ タ リ ウ ム ▲

直 径15 メ ー ト ル の ド

ー ム に は 、 足 立 区 で 見

戈 る 吊 空 や 南 極 ・1111

か ら 兇 る こ と の で き る

代 空 が 映 し 出 さ れ ま す 、

こ の フダラ 希 タ リ ウ ム の

定 員 は230z で 、 一般 の

みに も 公 開 さ れ る 予定

で す。

このホールには、星座 のパ 呑ルが展示され、プラネタ
リウムに映し出された星座と比べることもできます。 ま
た、昔の飛行機模 型「複葉機」もおいてあります。
▼ 5 階ホール

▲ 第2 会議窒

おもに、先生方の研

修、会議などに使用す
る室です。

▲ 屋上 から北東を眺む

教育セ ンターの屋 上
から、北 束に向けて撮
影したものです。手的

の道熟は、竹の塚駅前
の道路。爬中に位置し
ている団地群は、公団
の竹の塚第1 浦地。
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▲ 視聴覚室

この室には、カメラ( 16 ミリ) 、照明器具が設備され、
舞台・カメラを使用して教育映面が製作できます。この
ほか、映写室としても使用します。

▲ 教育機器室

先生と児童・生徒が集団反応測定装置( アナライザ
ー… 生徒がボタンを押すこ とによって生徒の反応を記憶

する装置) や語学訓練の機器( L ・L) などの教育機器
を使用して学習する室です。

実験室▲

物理・化学・生物・地学などの
実験を行なう窯で、授業の一環と
して、小学生高学年・中学生が使
用します。また先生方の実験窒と

しても使用できます。

教育相談遊戯室▲
児童・生徒の教育上の問題など

相談を受けるのが教育相談所です。
この教育相談所には、 専門の心理

学者、専門医( 小児科・精神科)
・相談員などの担当者 がいます。

4 教育相談所( 廊下)

ご
あ
い
さ
つ

足
立
区
議
会
議
長

冨
澤
孝
之

区
民
の
皆
さ
ま
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
こ
に
希
望
の
新
春
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
皆
さ
ま
の
御
清
福
と
御
繁

栄
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

私
は
、
昨
年
七
月
の
改
選
に
と
も

な
い
区
議
会
議
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
て
以
来
、
議
会
の
円
満
な
運
営
と

区
政
の
進
展
を
第
一
義
と
し
て
努
力

を
重
ね
て
ま
い
り
、
お
か
げ
を
も
ち

ま
し
て
大
過
な
く
越
年
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
こ
と
は
。
ひ
と
え
に
皆

さ
ま
方
の
御
支
援
御
協
力
の
た
ま
も

の
と
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

御
承
知
、の
よ
う
に
、
本
区
の
人
口

も
六
卜
万
五
千
を
数
え
め
ざ
ま
し
い

発
展
変
ぽ
う
を
続
け
て
お
り
ま
す
が
、

反
面
、
こ
れ
に
伴
う
行
政
需
要
の
激

増
を
き
た
し
て
お
り
、
区
民
の
皆
さ

ま
の
福
祉
増
進
と
生
活
の
安
定
を
図

る
に
は
、
な
お
重
嚶
問
題
が
山
鳴
し

て
い
る
現
状
で
あ
り
、
さ
き
に
本
ほ

が
策
定
い
た
し
ま
し
た
「
足
立
区
長

期
計
画
」
の
推
進
と
あ
い
ま
っ
て
、

こ
れ
ら
諸
問
題
の
解
決
を
図
る
こ
と

は
、
直
接
ぼ
政
を
担
当
す
る
わ
れ
わ

れ
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
り
ま
す
。

国
際
・
国
内
情
勢
の
最
も
き
び
し

い
な
か
で
、
昭
和
四
十
九
年
は
本
区

躍
進
の
年
と
し
て
心
を
新
た
に
し
、

さ
ら
に
責
任
の
電
大
さ
を
痛
感
し
、

国
お
よ
び
都
の
施
策
赱
あ
い
ま
っ
'

て
、
区
政
全
般
に
わ
た
り
最
大
の
効

米
が
あ
が
る
よ
う
I
そ
う
の
努
力
を

傾
注
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
か
ら
、

な
に
と
ぞ
倍
旧
の
御
指
導
と
御
鞭
撻

を
た
ま
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
し
て
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。
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掲

示

板

■
新
年
の
空
に
た
こ
を

あ
げ
よ
う
!
!

新
し
い
年
を
む
か
え
、
少
年
少
女
の
ゆ

た
か
な
夢
と
希
望
を
は
ぐ
く
む
た
め
、「
新

年
子
ど
も
た
こ
あ
げ
大
会
」
を
次
の
と
お

り
お
こ
な
い
ま
す
。
よ
い
子
の
み
な
さ
ん

ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
開
催
日
時

一
封
二
十
日
(
H
)

午
後

一
昨
ス
雨
天
の
場
合
は
一
月
二
十
七
日
)

▽
開
催
場
所

千
住
新
橋
グ
ラ
ン
ド

▽
参
加
対
象

区
内
少
年
団
体
子
ど
も
会

会
負

▽
大
会
内
容

巾
明
人
競
技
=
た
こ
の
形

'
デ
ザ
イ
ン
等
に
工
夫
を
こ
ら
し
た
も

の
を
自
分
で
作
り
、
審
食
を
受
け
る
。

た
こ
の
大
き
さ
は
、
た
て
'
よ
こ
各
七

十
セ
ン
チ
以
内
と
す
る
。

叨
ブ
ロ
ツ
'

ク
競
技
=

各
地
少
協
の
代
表
選
予
に
よ

り
、
飛
し
ょ
う
に
つ
い
て
の
競
技
を
お

こ
な
う
。

ぶ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
=
「
日

本
の
た
こ
の
会
」
に
よ
る
、
日
本
お
よ

び
枇
界
各
地
の
た
こ
の
飛
し
ょ
う
実
演

を
お
こ
な
う
。

※
個
人
競
技
申
込
み
に
つ
い
て
は
、
自
作

の
た
こ
を
も
ち
、
一
月
十
六
日
(
水
)
午

後
五
時
ま
で
に
区
教
育
委
員
会
青
少
年

係
へ
ど
う
ぞ
。

な
お
、
大
会
当
日
は
、
参
加
者
先
着
二
F

名
に
角
た
こ
「
足
立
雷
神
」
を
さ
し
あ

げ
ま
す
。

■
保
育
園
児
募
集

申
込
み
は
1
月
1
0～
3
1日

昭
和
四
十
九
年
四
月
入
園
の
保
育
園
児

の
申
込
み
受
付
け
を
次
の
と
お
り
行
な
い

ま
す
。

入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
あ
な
た
の

住
む
地
域
を
所
管
す
る
福
祉
事
務
所
へ
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
で
き
る
方
-

未
就
学
児
の
保

育
に
あ
た
る
方
が
い
な
か
っ
た
り
、
働
い

て
い
た
り
、
あ
る
い
は
、
病
気
な
ど
の
た

め
、
め
ん
ど
う
が
み
ら
れ
な
い
ご
家
庭
。

申
込
み
期
間
-

一
‥り十
旦

木
干

三
十

一
日
(
木
)

申
込
み
先
-

あ
な
た
の
地
域
を
所
管
す

る
次
の
福
祉
事
務
所
へ

▼
足
立
福
祉
事
務
所
(
1

住
柳
町
J
二
|

瓦
)

斉
八
八
八
I
三
一
四

▼
中
部
福
祉
事
務
所
(

関
原
二
F

目

。○

-
一
〇
)

昏
八
八
九
一

一
四
八
一

▼
同
福
祉
事
務
所
竹
の
塚
分
室
(
竹
の
塚

辷
丁
日
二
五
-

一
七
)

昔
八
八
『

土
(
　

八
〇
〇

▼
東
部
福
祉
事
務
所
(

東
綾
瀬
一
丁
目
丘

-
一
七
)
一
六
〇
五
―
匕
一
〇
丘

▼
西
部
福
祉
事
務
所
(

鹿
浜
二
丁
目
二
四

上
一
)
一
八
九
七
-
瓦
〇
一
一

用
意
す
る
も
の

①
中
諭
審
(
各
福
祉
事
務
所
に
あ
り
ま

す
)

②
次
の
税
金
関
係
の
書
類
(
そ
れ
ぞ
れ
の

項
目
ご
と
に
該
当
す
る
癧
類
全
部
が
必
要

で
す
)

▽
昭
和
四
十
八
年
度
分
持
別
区
民
税
額
の

」

わ
か
る
も
の
(

例
1
納
税
通
知
書
、
持

別
徴
収
通
知
書
、
課
税
証
明
書
な
ど
)

▽
昭
和
四
十
八
年
分
所
得
税
額
の
わ
か
る

も
の
(

例
-
納
税
通
知
欝
、
源
泉
徴
収

票

、
確
定
申
告
書
の
控
な
ど
)

た
だ
し
、
円
十
八
年
度
分
が
未
確
定

の
場
合
は
四
十
七
年
分
の
も
の
。

▽
昭
和
四
十
八
年
度
分
固
定
資
鷹
税
額
の

わ
か
る
も
の
{
土
地
、
家
屋
を
お
持
ち

の
方
の
み
}

③
印
か
ん

く
わ
し
く
は
、
各
福
祉
事
務
所
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

■
愛
の
献
血
に

ご
協
力
を

区
で
は
、交
通
事
故
や
病
気
な
ど
で
血

液
の
必
要
な
人
々
の
た
め
に
、
「
愛
の
献

血
運
動
」
を
推
し
進
め
て
い
ま
す
。

と
く
に
、
冬
は
献
血
し
て
く
だ
さ
る
方

が
少
な
く
、
血
液
の
必
要
な
人
が
た
い
へ

ん
困
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
み
な
さ
ん
も

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

一
月
の
移
動
採
血
日
程

▽
十
一
日
(
金
)
第
ト
二
出
張
所

▽
十
七
日
(
木
)
区
役
所
本
庁
舎

▽
二
十
一二
日
(
水
)
青
年
館

▽
二
十
四
日
(
木
)
東
淵
江
小
学
校

▽
三
十
日
(
水
)
北
千
住
駅
西
口

▽
三
十
一
日
(
木
二
碣
十
七
出
張
所
分
室

時
間
は
、
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま

で
(
た
だ
し
、
午
前
ト

ー
時
二
十
分
か
ら

午
後
O
時
三
十
分
ま
で
は
休
憩
時
間
)
で

す
。

■
成
人
式
に

ご
参
加
く
だ
さ
い

1
月
1
5日
成
人
の
日

区
と
区
教
育
委
員
会
・
区
選
挙
管
理
か

員
会
で
は

、
こ
と
し
成
人
に
な
ら
れ
る
方

を
対
象
に
、
記
念
し
て
「
成
人
式
の
つ
ど

い
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

成
人
と
な
ら
れ
る
方
に
は
、
年
賀
(

ガ

キ
で
ご
案
内
を
さ
し
あ
げ
ま
し
た
の
で
、

当
日
会
場
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

な
お
、
服
装
は
華
美
に
な
ら
な
い
よ
う
、

平
服
で
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。ま
た

、

吝
会
場
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

巾
で
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

□
対
象
　

昭
和
二
十
八
年
一
月
十
六
日
か

ら
昭
和
二
十
九
年
一
月
十
五
日
ま
で
に

生
ま
れ
、
現
在
足
立
区
に
住
ん
で
い
る

方
。

□
日
時
　

昭
和
四
十
九
年
一
目
十
五
日

(火
)

午
前
十
時
三
十
分
(

た
だ
し
文

化
会
館
は
午
前
十
一
時
三
十
分
か
ら
)

□
会
場
　

魯
区
文
化
会
館
(
中
央
本
町
一

丁
目
一
七
―
J
)
…
第
六
・
七
・
十
・

十
一
・
十
四
・
十
五
・
十
六
・
東
栗
原

出
張
所
管
内
の
方

・

②
区
鷹
業
振
興
館
「
千
佳
一
丁
目
五
〇
ブ

…
常
東
・
第
三
・
四
・
五
出
張
所
管
内

の
方

」

③
区
立
江
北
中
学
校
(
江
北
一
F
目
一

九
―
二

丁

第
八
・九
・
十
二

十
一
子

二
十
出
張
所
管
内
の
方
)

④
区
立
東
綾
瀬
中
学
校
(
綾
瀬
三
F

日
ヅ

。一三
l

一
四
)
…

第
十
七
・
十
八
・
十

九
・
東
綾
瀬
出
張
所
管
内
の
方

・

□
講
演
　
第
①
会
場―
俳
人
楠
木
憲
古

氏
帶
②
会
場―
立
正
女
子
大
学
長
　

小
尾
晞
雄
氏
第
③
会
場―
早
稲
附
大
　

学
教
授
に
戸
田
六
ご
郎
氏
第
ふ
y
会
　

場
―
評
論
家

ド
ク
ト
ル
チ
ェ
コ
氏

■
軽
音
楽
と
新
成
人
の
つ
ど
い

会
場
-
区
文
化
会
館

時
間
-
午
後
一

時
開
演

出
演
-
ポ
ニ
ー
・
ジ
ャ
ッ
ク

ス
、
綾
部
驚
と
ピ
ア
ノ
カ
ル
テ
ッ
ト

司
会
・
大
山
信
雄

※
当
日
式
場
へ
こ
ら
れ
な
か
っ
た
方
は
、

一
月
十
七
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
の
間

に
近
く
の
出
張
所
ヘ
(
ガ
キ
を
お
持
ち

に
な
り
、
記
念
品
を
お
受
け
と
り
く
だ

さ
い
。

■
特
別
区
の

職
員
募
集

特
別
区
(
江
戸
川
区
を
除
く
二
十
二
区
)

職
負
の
募
集
を
次
の
と
お
り
行
な
い
ま

す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
所
定
の
中
込
用

紙
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
職
種
・
人
員

土
木
約
五
十
名

建
築
約
五
十
名

▽
受
験
資
格

学
歴
を
問
わ
ず

、
昭
和
二

十
一
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
二
十
七
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

▽
試
験
日

昭
和
四
十
九
年
一
月
二
十
七

日
(

日
)

▽
申
込
受
付
期
間

郵
送
―
一
月
八
日
(

火
)
ま
で
消
印
の
あ
る
も
の
、
持
参

―
一
片
九
日
(

水
丁

十
一
日
(
金
)

▽
申
込
書

区
役
所
一
階
案
内
所
・
区
政

会
館
六
購
人
事
企
画
部
企
幽
課

く
わ
し
く
は
、
特
別
区
人
事
厚
生
事
務

組
合
人
事
企
画
部
企
画
課
へ
ど
う
ぞ
。

昔
二
六
五
―
〇
六
七
一
内
線
二
五
四

■
休
日
診
療
の

ご
案
内

区
で
は
、
足
立
区
疾
師
会
の
協
力
に
よ

る
休
日
診
療
所
を
区
内
三
か
所
に
開
設
し

て
い
ま
す
。

休
日
診
療
は
、
内
科
・
小
児
科
の
急
病

の
際
ご
利
用
い
た
だ
く
も
の
で
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
千
住
休
日
診
療
所
(

千
佳
仲
町
一
五

足
立
区
医
師
会
館
五
階
)

昏
八
七
〇
-
　

〇
四
六
一

・

■
綾
瀬
休
日
診
療
所
(

。東
綾
瀬
一
丁
目
五

-
一
七

東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
地

内
)

竒
架
設
坤

■
竹
の
塚
体
日
診
療
所
(

竹
の
塚
二
丁
目

‘
二
五
―
二
I

教
育
セ
ン
タ
ー
一
階
東

側
)
一
八
五
〇
―
八
八
〇
一

□
利
用
の
注
意

▽
健
康
傑
険
証
・
医
療
証
・
休
日
受
診
票

(医
療
扶
助
の
方
)
な
ど
を
忘
れ
ず
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

▽
内
科
・
小
児
科
の
急
病
以
外
の
方
は
な

る
べ
く
利
用
し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

▽
外
科
・
鷹
科
な
ど
の
患
者
や
重
病
人
の

方
は
救
急
病
院
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□
診
療
を
行
な
う
日

‥

日
曜
日
・
国
民
の
祝
日
・
国
民
の
祝
日

が
日
曜
日
の
場
合
の
翌
日
(
振
替
休
日
)
　

・
十
二
月
三
十
日
～
一
月
三
日

【
】診
療
時
問

一

各
診
療
所
と
も
午
前
十
時
か
ら
午
後
四

時
ま
で
(

た
だ
し
正
午
か
ら
午
後
一
時

ま
で
は
昼
休
み
)

※
休
日
診
療
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

区
役
所
保
健
係
ま
た
は
、
足
立
区
医
師

会
(
一
八
八
一
―
九
八
六
こ

へ
ど
う

ぞ
。

■
統
計
調
査
に

ご
協
力
を

□
工
業
統
計
調
査

通
産
省
で
は
、
毎
年
十
一
一
月
三
十
一
日

現
在
で
、
製
造
業
に
属
す
る
す
べ
て
の
事

業
所
を
対
象
に
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
調
査
の
結
果
は
、

企
業

―
各
種
団
体
・
官
公
庁
な
ど
で
、
資

料
と
し
て
広
範
囲
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。当

区
で
も

、
今
月
下
旬
か
ら
調
査
を
始

め
ま
す
。
製
造
業
を
経
営
さ
れ
て
い
る
方

の
と
こ
ろ
へ
調
査
員
が
お
伺
か
が
い
し
ま

す
。
そ
の
時
に
は
、
ど
う
ぞ
調
査
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

□
建
設
工
事
施
工
統
計
調
査

建
設
省
で
は

、
毎
年
十
二
片
三
十
一
日

現
在
で
、
全
国
の
建
設
業
者
の
方
を
対
象

に
、
建
設
工
事
施
工
統
計
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は

、
我
国
に
お
け
る
建
築
業

を
総
合
的
に
把
握
す
る
た
め
の
た
い
へ
ん

重
要
な
調
査
で
す
。

当
区
で
も
、
今
月
中
旬
に
区
内
の
建
設

業
者
の
方
に
調
査
票
を
お
送
り
し
ま
す
の

で

、よ
ろ
し
く
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ト
ラ
の
話

新
春
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
今
年
は
寅
年
。
勇
猛
果
敢
目
的

に
む
か
っ
て
跳
躍
す
る
年
で
す

。
が
、

ま
ア
正
月
松
の
内
ぐ
ら
い
は
、
の
ん
び

り
と
、
あ
れ
こ
れ
ト
ラ
の
お
話
な
ど
巾

し
の
べ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
よ
う
。

■
ト
ラ
と
十
二
支

ト
ラ
は
、
寅
(
イ
ン
)
で
動
物
の
虎

を
あ
て
は
め
て
、
ト
ラ
年
と
呼
ん
で
い

る
。
十
二
支
の
三
番
目
で
、
昔
の
時
刻

名
で
あ
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
。
時
代
劇
の
コ
ワ
イ
場
面
で
。
時

間
を
表
わ
す
丑
み
つ
時
が
、
午
前
一
時

か
ら
三
時
を
い
い
、
次
の
三
時
か
ら
五

時
ま
で
を
寅
と
呼
ん
だ
。
も
と
も
と
、

こ
の
十
二
支
と
い
う
の
は
中
国
古
代
の

夏
(

か
)
と
か
殷
(

い
ん
)

の
時
代
の

数
詞
と
さ
れ
て
い
る
。

甲

、
乙

、
丙
が
十
干
(

じ
っ
か
ん
)

で
、
子
(
し
)
。丑
(

ち
ゅ
う
)
、
寅
(

い

ん
)
、
卯
(

ぼ
う
)・
:
…
が
十
二
支
で
あ

る
。
こ
れ
を
年
月
と
し
て
用
い
た
の
が

中
国
の
暦
法
で
、
日
本
に
は
奈
良
朝
時

代
に
登
鰯
し
た
と
い
う
。

十
干
と
十
二
支
と
を
組
み
合
せ
る
と

六
十
一
回
目
に
同
じ
も
の
が
鳳
っ
て
く

る
。
こ
れ
が
赤
い
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
ゴ
、

還
暦
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
人
間
の
寿

命
が
短
か
っ
た
昔
は
、
長
寿
の
一
つ
の

証
と
し
て
、
盛
大
な
祝
宴
を
は
っ
た
も

の
と
い
わ
れ
て
い
る
。

■
ト
ラ
は
百
獣
の
王

中
国
で
は
、
こ
の
ト
ラ
を
百
獣
の
王

と
し
て
、
ラ
イ
オ
ン
と
同
格
に
し
て
い

た
。
ト
ラ
を
単
に
猛
獣
と
い
う
と
ら
え

方
だ
け
で
は
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い

る
Qト

ラ
の
化
石
が
北
極
地
方
に
が
け
発

見
さ
れ
る
の
で
、
寒
い
地
方
で
発
生
し

た
と
さ
れ
て
い
る
。
中
国
地
方
か
ら
次

第
に
南
ド
し
て
、
マ
レ
ー
半
翻
や
イ
ン

ド
に
広
が
り
、
ま
た
中
央
ア
ジ
ア
、
イ

ラ
ン
な
ど
西
方
に
分
布
し
た
。
そ
の
名

前
も
、
チ
ョ
ウ
セ
ン
ト
ラ
や
シ
ベ
リ
ア

ト
ラ
、
そ
し
て
動
物
圃
に
多
い
ベ
ン
ガ

ル
ト
ラ
な
ど
、
ア
ジ
ア
の
雄
と
し
て
君

臨
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
ト
ラ
は
神
秘
的
な
動
物
で
　

「
枢
星
散
じ
て
虎
と
な
る
と
い
い
、
そ

の
前
身
は
大
空
の
大
切
な
星
」
で
あ
る

と
さ
れ
、
東
南
ア
ジ
ア
で
は
"
ト
ラ
V

な
ど
と
呼
び
す
て
に
は
し
な
い
。
「
森

の
お
じ
い
さ
ん
」
と
、
か
わ
い
く
呼
ん

で
い
る
。
「
フ
ー
テ
ン
の
寅
さ
ん
」
叭

そ
う
い
え
ば
愛
敬
タ
ッ
プ
リ
な
も
の
で

あ
る
Q

と
は
い
う
も
の
の
「
虎
刈
り
」
が
、

女
の
子
に
モ
テ
た
と
い
う
話
も
聞
か
な

い
。
「
大
ト
ラ
」
と
い
え
ば
、
困
り
は

て
る
の
は
、
お
ま
わ
り
さ
ん
で
あ
り
、

家
の
山
の
神
と
い
う
わ
け
。

〝パ
パ
、
ト
ラ
は
猛
獣
じ
ゃ
あ
な
い

よ
。
マ
マ
の
方
が
コ
ワ
イ
や
〟
と
は
い

や
は
や

。
だ
が
悲
感
す
る
な
か
れ
だ

。

〝タ
イ
ガ
ー
マ
ス
ク
や
鉄
人
タ
イ
ガ
ー

セ
ブ
ン
は
正
義
の
味
方
だ
い
〟

■
ト
ラ
の
こ
と
わ
ざ

ト
ラ
の
諺
は
、
現
代
を
も
っ
と
も
痛

烈
に
皮
肉
っ
て
い
る
。
オ
ー
バ
ー
だ
が

資
本
主
義
社
会
の
悪
弊
を
、
ト
ラ
が
代

弁
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
…
…

。

「
虎
の
子
」(

勤
倹
貯
蓄
の
現
代
人

イ
ン
フ
レ
で
ト
ラ
の
子
も
パ
ー
)

。
そ

こ
で

「
虎
の
子
渡
し
」(

せ
ち
辛
い
世

の
中
、
生
計
を
や
り
く
り
す
る
主
婦
の

顔
が
ト
ラ
に
)
。
「
虎
穴
に
入
ら
ず
ん

ば
…
…
」
と
い
う
わ
け
で

、
冒
険
心
の

な
く
な
っ
た
現
代
人
に
カ
ツ
を
入
れ
、

「
虎
の
威
を
借
り
る
…
…
」
と
い
え
ば

無
能
な
者
が
誰
か
の
権
力
を
借
り
る
永

久
不
変
の
業
。
「
苛
政
は
虎
よ
り
も
猛

し
」(

政
治
に
不
満
を
い
だ
く
庶
民
の

声
な
き
声
)
。
そ
う
は
い
っ
で
も
「
暴

虎
馮
河

」
の
無
鉄
砲
な
人
間
は
気
違
い

扱
い
。
皆
々
「
虎
視
眈
々
」
と
同
僚
を

ケ
落
そ
う
と
、
「
虎
首
を
争
う
J

者
ば

か
り
と
は
。

世
の
中
イ
ヤ
ダ
、
イ
ヤ
ダ
と
い
う
わ

け
で
「
ト
ラ
フ
グ
」(

こ
リ
ヤ
ー
高
級

品
)

で
一
杯
。
や
が
て
「
大
ト
ラ
」
に

な
っ
て

、
気
が
つ
い
た
ら
「
寅
」
の
時

刻
。
今
年
も
ま
た
か
…
…
…
。
寅
年
の

め
で
た
い
話
で
し
た
。
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